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1.　はじめに
　黄金分割を使ったル・コルビュジェの提案している数列
「モデュロール」1）は、良く知られているが、実際の設
計に広く利用されているとはいいがたい。利用されない理
由は、メリットが明確ではなく、使いにくいからである。
ここでは、黄金分割を利用することのメリット、使いにく
い原因と、その対策案を提案するものである。

2.　黄金分割を利用することのメリット
　黄金分割を利用すると、均整の取れた形状を設計出来る
ことは当然として、高い互換性があることは報告されてい
なかった。黄金分割の数列を利用しで CAD を用いて精度
よく図化してみると、組み合わせにおいて、高い互換性を
有することが確認された。図 1 は一定の高さの組み合わ
せが、黄金分割を用いた色んな組み合わせで、置き換わる
ことの例である。図 2 は形状の異なる多くの黄金分割を
用いたパーツで組み合わせた例である。黄金分割を利用す
ると、道路の計画なら、橋の長さや橋脚から歩道の縁石、
タイルの大きさ、タイルの目地の幅まで互換性を持って組
み合わせることが可能である。全体と部分の調和が図られ
るわけである。

　

3.　使いにくい原因
3.1　中間値がない

　コルビジェの提案している数列は 1.618…倍の数列であ
るから数列の間隔が広く、欲しい寸法が採用できない問題
がある。この対策として中間値の算出方法が必要である。

3..2　黄金分割を表現する適切な表示方法ない。
　互換性からは、精度が高くないといけない。しかし、黄
金分割の数列の数字は無理数であるから、5000、200、80
のようなゼロが並ぶ数字にはならない。メートル法では切
りのいい数字にならないのである。互換性からは、小さい
数字であっても、mm の単位での四捨五入は好ましいこ
とではない。この対策として黄金分割を表現する適切な表
示方法が必要である。

4　黄金分割を表現する表示方法の提案
4.1　黄金分割比
　黄金分割比は単に黄金比と呼ばれたりしており、英語で
は golden section、フランス 語では section d 'or、ドイ
ツ語ではgoldene schnittと呼ばれている。
　黄金分割比（φ）：　一般的にφが使われている。
φ：1+(sqrt(5))/2=1.618...

4.2　基本寸法
　黄金分割の数列を導く原点となる寸法を、基本寸法と呼
ぶことにする。基本寸法の異なる数列間では互換性がない。
基本寸法を（BL）と呼ぶことにする。

4.3　基本数列の呼び名の提案
　基本数列は基本寸法（BL）に、黄金比（φ）を、任意
の回数掛けることにより、基本寸法より大きい数字を算出
する。基本寸法より小さい数字は、任意の回数割ることに
より算出する。
　基本数列の呼び名は基本寸法からの順序で表示すること
が分かりやすい。
基本寸法（BL）から大きい方はBL*φ、BL*φ*φ、BL*
φ*φ*φ、となるから、ここでは乗数と golden section
のGSを組み合わせて呼び名を決めることを提案する。
BL*φは1GS
BL*φ*φは2GS
BL*φ*φ*φは3GS と呼ぶことにする。
BLは0GS とする。
小さい方は
BL/φは-1GS
BL/φ/φは-2GS
BL/φ/φ/φは-3GS と呼ぶことにする。
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図.1

一定高さの組み合わせ例

図.2　形状の異なる多くの黄金分割を用い
たパーツで組み合わせた例
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4.4　一次中間値の算出と呼び名の提案
　一次中間値とは基本数列の中間にある値のことである。
互換性を確保して一次中間値を設けることが必要なので、
基本数列を組み合わせて一次中間値を算出する。一次中間
値を 9 個設定した例を表.1 に示す。この表は 2000 を基
本寸法とする基本数列の、0GS と 1GS との一次中間値を
算出したものである。
　計算方法を説明するために、一次中間値を求める小さい
方の基本数列を 0ds と名前をつける。この場合には 0GS
が 0ds となる。-5GS と-４GS との一次中間値を算出す
る場合は、-5GS が0dsとなる。
　0dsから小さい方の基本数列を-1ds、-2ds.......と呼ぶ。

大きい方を1ds,2ds…と呼ぶ。
一次中間値は 0ds と 1ds の間の値を求めるわけで、0ds
から増加した組み合わせと 1ds から減少させた組み合わ
せがある。0ds+（-2ds）、0ds+（-3ds）、0ds+（-4ds）、
0ds+（-5ds）......と続く数列は 0ds から増加する数列で
ある。一方、1ds-（-2ds）、1ds-（-3ds）、1ds-（-4ds）、
1ds-（-5ds）、......と続く数列は 1ds から減少する数列で
ある。この数列で 1ds から減少する数列の小さい方の 2
つと 0ds から増加する数列の大きい方の 2 つが同じ数字
となる。重なった 2 つの数字の部分を中央にして 9 個の
配列を選び、おのおのを小さい方から 1p、2p、3p......9p
と名前をつける。一次中間値の個々の値は、表の縦と横の
呼び名を組み合わせて0GS,７P（=2944.27）と呼ぶ。
このようにして、一次中間値と呼び名を決める。

4.5　n 次中間値の算出と呼び名の提案
　4.3 と同様にして 2 次中間値の算出と呼び名を決めた例
を表.2 に示す。同様にして、n 次の中間値も求めること
が可能である。

5　使用例
　1000cm3 の立方体を設計する場合に、2000mm を基
本寸法とする基本数列だけだと
180.34　×　68.88　×　68.88　=　855cm3
（-5GS）　（-7GS）　　（-７GS）
180.34　×　68.88　×　111.46=1384cm3
　　　　　　　　　　　　（-6GS）
となって、目的の値になりません。
中間値を採用することにより、目的の値の寸法を採用出来
ます。
180.34　×　68.88　×　80.40　=　999cm3
（-5GS）　（-7GS）　　（-７GS,4.4p）
　図面の表示でもメートル表示の代わりに、呼び名で表示
することにより、無理数を有効数字を気にすることなく、
単純に表示可能になる。（図.3）
　

6　おわりに
　黄金分割を利用して設計すると手間はかかるが、とても
バランスが良い感じがするから不思議である。黄金分割と
は、DNA に書き込まれた最適設計法ではないか、と思え
てならない。
　互換性の確保には基本寸法の統一が重要である。ここで
は分かりやすくするために 2000 としたが、ル・コルビュ
ジェに敬意を示して1829mmとすることを提案する。
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表.1　一次中間値の算出例

表.2　2次中間値の算出例

図３　寸法の呼び名表示
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